


























































食物アレノレギー 病態モデ、ノレ 和漢研・消化管生理学 山本武
午後の部体験実習
「気血水」診断法
生薬方剤の鑑定
桂枝夜苓丸をつくってみよう
夜の部 和漢医薬学談義
第3司自（8月31日〉
和漢研・漢方診断学
和漢研・生薬資源科学
和漢研・生薬資源科学
富山大学・匿
午前の部漢方医学のニューウェーブ 慶磨、大学・医
諺了証書授与、閉会の挨拶、記念撮影
柴原直科
小松かっ子
小松かっ子
鳴田豊
渡辺賢治
和漢亙薬学入門講座第 11回和漢亘薬学総合研究所夏期セミナー（8月 29日－31引が大山町イン
テック研修センターにて開擢された。
今年の夏期セミナーには、北は北海道から南は熊本、長崎など九州まで、総勢63名（学生43名、社
会人 20名）という例年以上の多くの参加者が集った。夏期セミナーでは、和漢医薬学の講義、実習な
どに加え、夜のリラックスした気分での「アジアの薬用植物－フィーノレド・ワークの醍醐味jや「和漢
医薬学談義Jの講演やディスカッションを通して、和漢医薬学について語り合い、理解を深めていただ
いた。
今年のテーマは、和漢医薬学入門講座を念頭に「ふれてみよう和漢薬！ Jとしたむ初日の漢方医薬基
礎講義である「漢方とは？」のセッションに始まり、 213目の最新の漢方の臨床と漢方の先端生命科学的
解析を議論する f漢方の基礎と臨床のキャッチ・ボールjの講義があり、さらに午後iこは人気のセッシ
ョンである体験実習、 f気血水j診断、生薬方剤の鑑定、丸薬造りが行われた。最終日には 7日本発の
国内産療jで、あった漢方の国際展開、特に欧米への展開の現状と将来展望が「漢方産学のニューウェー
ブjのセッションで議論された9
1996年 8月に第1自の和漢薬研究所夏期セミナーが開寵されて以来 10年を経て、富山大学の公式行
事と認知された今回の麦期セミナーから、修了証書が授与されることとなり、夏期セミナーの最後に西
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「、
頭徳三富山大学長から一人一人の参加者に修了証書が手渡された。その後、快晴の研諺センター中庭で
記念写真の撮影が行われたG また、平成 18年度富山大学学長裁量経費として、和漢産薬学総合研究所
夏期セミナーに助成（160万円）がなされた。
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